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傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃傀傁傂傃促
進
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
だ
。

（
自
社
運
用
）
か
ら
ク
ラ

ウ
ド
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

ま
た
、
導
入
の
敷
居
を

低
く
す
る
た
め
オ
ー
プ
ン

シ
フ
ト
関
連
製
品
の
価
格

改
定
を
行
い
、
33
～
40
％

値
下
げ
す
る
。

一
方
、
小
さ
い
単
位
で

開
発
を
進
め
改
善
を
繰
り

返
す
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
支

援
事
業
拡
大
で
は
、
大
幅

に
人
員
を
増
強
し
、
組
織

文
化
の
変
革
や
開
発
基
盤

づ
く
り
を
後
押
し
す
る
。

岡
社
長
は
「
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ク
ラ
ウ
ド
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
わ
れ
わ
れ
だ
け

で
は
実
現
で
き
な
い
。
国

内
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に

シ
フ
ト
を
利
用
す
る
顧
客

が
一
昨
年
の
約
５
倍
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
適
用
基
盤
を

拡
大
。
オ
ン
プ
レ
ミ
ス

０
０
０
社
増
の
３
８
０
０

社
超
に
膨
ら
み
、
こ
れ
ま

で
金
融
業
界
で
の
採
用
が

多
か
っ
た
が
、
製
造
業
や

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
業
、
小

売
業
ま
で
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
と
い
う
。

レ
ッ
ド
ハ
ッ
ト
の
岡
玄

樹
社
長
は
22
年
の
ビ
ジ
ネ

ス
戦
略
と
し
て
「
オ
ー
プ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ク
ラ
ウ

ド
領
域
の
拡
大
」
「
オ
ー

プ
ン
シ
フ
ト
の
新
し
い
提

供
モ
デ
ル
な
ど
の
展
開
」

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
支
援
事
業

の
拡
大
」
の
３
点
を
柱
に

掲
げ
た
。

ア
マ
ゾ
ン
・
ウ
ェ
ブ
・

サ
ー
ビ
ス
（
Ａ
Ｗ
Ｓ
）
や

グ
ー
グ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
経
由
で
オ
ー
プ
ン

ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
、
日
立
製
作
所
、
富

士
通
の
５
社
が
日
本
で
初

め
て
認
定
さ
れ
た
。

レ
ッ
ド
ハ
ッ
ト
は
１
社

ご
と
に
専
任
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
共
同
で
の
シ
ス

テ
ム
開
発
や
人
材
育
成
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
な

ど
を
支
援
す
る
。

同
社
は
昨
年
、
全
て
の

四
半
期
で
前
年

比
２
桁
成
長
を

達
成
し
、
19
年

に
約
１
万
４
０

０
０
人
だ
っ
た

従
業
員
数
も
約

２
万
人
に
拡

大
。
オ
ー
プ
ン

シ
フ
ト
の
導
入

は
前
年
比
約
１

新
た
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム｢

Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
ｒ

Ｂ

ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー｣

は
、
以
前
か
ら
あ

る｢

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
パ
ー
ト

ナ
ー｣

｢

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ
ｄ

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ

ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー｣

の
最
上

位
に
創
設
。
今
回
は
、
数

年
に
わ
た
り
同
社
製
品
を

使
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
を

手
掛
け
て
き
た
伊
藤
忠
テ

採
択
さ
れ
た
。

ド
ラ
イ
フ
ァ
イ
バ
ー
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
同
社
が

世
界
で
初
め
て
開
発
し
た

乾
式
オ
フ
ィ
ス
製
紙
機

「
Ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｌ
ａ
ｂ
」

に
も
搭
載
さ
れ
、
端
材
や

不
要
と
な
っ
た
繊
維
素
材

を
用
途
に
合
わ
せ
た
繊
維

化
や
機
能
性
材
料
と
の
結

合
、
成
形
を
行
う
こ
と
で

高
機
能
化
を
実
現
す
る
。

同
技
術
を
活
用
し
、
紙

の
再
生
や
高
機
能
化
だ
け

で
は
な
く
、
脱
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
目
指
し
た
こ
ん
包

材
・
建
材
な
ど
の
構
造
材

・
成
形
材
へ
展
開
。
地
上

資
源
を
最
大
限
活
用
す
る

こ
と
で
、
循
環
型
経
済
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
、
長
野
県
の
地
域

内
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構

築
支
援
事
業
を
活
用
し
、

長
野
県
内
の
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
と
連
携
し
な
が
ら
応

用
製
品
を
開
発
、
新
し
い

環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
に
取
り
組
む
。

同
社
は
、
50
年
に
「
カ

ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
」
と

「
地
下
資
源
消
費
ゼ
ロ
」

を
達
成
し
、
持
続
可
能
で

こ
こ
ろ
豊
か
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。
今

回
の
ド
ラ
イ
フ
ァ
イ
バ
ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
に

よ
る
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
、

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る

上
で
重
要
な
取
り
組
み
と

位
置
付
け
て
い
る
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

長
野
県
の
環
境
支
援

独
自
技
術
が
採
択

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

は
、
長
野
県
の
「
令
和
４

年
度
地
域
内
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
構
築
支
援
事
業
」

に
、
独
自
の
ド
ラ
イ
フ
ァ

イ
バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

応
用
し
た
新
た
な
環
境
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
、

ロ
セ
ス
を
電
子
的
な
方
法

で
完
結
さ
せ
る
。

デ
ジ
タ
ル
債
で
調
達
し

た
資
金
は
、
投
資
家
が
環

境
改
善
効
果
を
参
照
す
る

シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
Ｊ

Ｐ
Ｘ
子
会
社
「
Ｊ
Ｐ
Ｘ
総

研
」
（
同
中
央
区
）
へ
の

貸
し
付
け
を
通
じ
て
、
茨

城
県
や
千
葉
県
に
新
設
す

る
発
電
設
備
に
充
て
る
。

茨
城
県
で
は
、
７
月
に
農

業
と
発
電
を
両
立
す
る
太

陽
光
発
電
設
備
を
、
11
月

に
は
廃
食
用
油
を
燃
料
と

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設

備
を
完
工
す
る
予
定
だ
。

４
社
は
今
回
の
取
り
組

み
で
得
ら
れ
た
知
見
を
共

有
し
、
温
暖
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
を
後
押
し
す
る
。

充
当
し
た
発
電
設
備
の
発

電
量
を
自
動
的
に
計
測

し
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２

）
削
減
量
に
換
算
す
る

仕
組
み
を
構
築
。
投
資
家

が
い
つ
で
も
外
部
か
ら
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
債
の

発
行
と
管
理
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
多
様
な
権

利
の
発
行
と
取
り
引
き
を

可
能
に
す
る
ブ
ー
ス
ト
リ

ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

（
分
散
型
台
帳
）
基
盤
を

活
用
し
、
一
連
の
業
務
プ

は
国
内
で
初
め
て
。

４
社
が
協
業
し
発
行
す

る
の
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

(

大
口
業
務)

向
け
「
グ
リ

ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ッ
ク
・
ボ
ン
ド｣

機
関
投

資
家
向
け
に
販
売
す
る
。

発
行
元
と
な
る
Ｊ
Ｐ
Ｘ

は
、
デ
ジ
タ
ル
債
に
よ
る

調
達
資
金
の
使
途
の
透
明

性
を
高
め
る
た
め
、
発
電

量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
記
録

・
管
理
す
る
日
立
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
。

具
体
的
に
は
、
資
金
を

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ

（
Ｊ
Ｐ
Ｘ
）
と
日
立
製
作

所
、
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
な
ど
が
出

資
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｙ

（
ブ
ー
ス
ト
リ
ー
、
東
京

都
千
代
田
区
）
、
野
村
証

券
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
仕
組

み
を
用
い
た
「
環
境
債
」

の
発
行
に
向
け
て
協
業
を

始
め
る
と
発
表
し
た
。
Ｊ

Ｐ
Ｘ
が
調
達
資
金
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
設
備
を
整
備
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
環
境
債
の
発
行

企
業
の
Ｄ
Ｘ
支
援
に
取
り

組
む
た
め
、
Ｄ
Ｘ
人
材
の

育
成
を
目
指
す
ほ
か
、
10

年
後
を
見
据
え
た
Ｄ
Ｘ
ビ

ジ
ョ
ン
計
画
策
定
を
支
援

す
る
。
顧
客
に
付
加
価
値

を
提
供
す
る
デ
ー
タ
利
活

用
や
、
渉
外
活
動
で
の
Ａ

Ｉ
活
用
な
ど
も
推
進
す

る
。

定
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
Ｄ

Ｘ
戦
略
の
知
見
を
有
す
る

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
「
デ
ジ
タ

ル
変
革
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
合
意
書
」
を

結
ん
だ
。

今
後
は
合
意
に
基
づ

き
、
同
信
金
内
の
取
り
組

み
に
加
え
、
地
域
の
中
小

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

城
南
信
金
の
Ｄ
Ｘ

推
進
へ
協
業
強
化

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
城
南

信
用
金
庫
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
す
る

た
め
協
業
関
係
を
強
化
す

る
。
同
信
金
の
Ｄ
Ｘ
人
材

育
成
や
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
活
用
な
ど
を
支
援

す
る
。

同
信
金
は
、
営
業
店
を

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
」
に
変
革
す
る
取
り

組
み
を
は
じ
め
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
業
務
へ
シ
フ

ト
や
来
店
し
な
く
て
も
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

新
し
い
非
対
面
チ
ャ
ネ
ル

の
提
供
に
向
け
た
中
長
期

的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策

ＥＲＣ―14型リバーブレーション
チャンバー「ＥＲＣ―14」

ＥＲＣ―14型リバーブレーションチャンバー｢ＥＲＣ―14｣

狭い測定室電波暗室内で
も試験可能

設備導入コスト下げ高レベルの試験提供

１
Ｗ
の
送
信
電
力
で
強
電
界
発
生

営
電
グ
ル
ー
プ
の
エ
レ
ナ
電

子(

川
崎
市
麻
生
区)

は

大
学

や
研
究
機
関
向
け
に
製
造
販
売

し
て
い
た
小
型
リ
バ
ー
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
バ
ー
を
、
一
般

企
業
向
け
に
改
良
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ

―
14
型
リ
バ
ー
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

チ
ャ
ン
バ
ー
「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
―
14
」

を
今
月
下
旬
に
発
売
す
る
。

近
年
、
無
線
技
術
の
進
化
に

よ
り
、
他
の
機
器
か
ら
発
生
し

た
電
波
妨
害
を
受
け
て
も
正
常

に
動
作
す
る
た
め
の
電
磁
耐
性

の
品
質
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
中
、
多
方
向
か
ら

の
電
波
を
模
擬
し
た
試
験
環
境

を
作
り
出
す
リ
バ
ー
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
チ
ャ
ン
バ
ー
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

リ
バ
ー
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ

ン
バ
ー
は
、
シ
ー
ル
ド
室
の
寸

法
に
起
因
し
た
電
磁
波
の
共
振

現
象
を
利
用
し
た
反
射
箱
。
シ

ー
ル
ド
室
内
に
設
置
さ
れ
た
送

信
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
Ｒ
Ｆ
（
無

線
周
波
数
）
出
力
を
シ
ー
ル
ド

室
表
面
反
射
と
内
部
に
設
置
さ

れ
た
撹
拌
（
か
く
は
ん
）
機

（
ス
タ
ー
ラ
ー
）
の
操
作
に
よ

り
、
チ
ャ
ン
バ
ー
内
部
の
キ
ャ

ビ
テ
ィ
ー
境
界
条
件
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
で
、
試
験
領
域
に
お

い
て
統
計
的
に
等
方
性
を
持

ち
、
電
界
的
に
は
均
質
性
な
Ｒ

Ｆ
フ
ィ
ー
ル
ド
条
件
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

ス
タ
ー
ラ
ー
の
回
転
に
よ

り
、
ラ
ン
ダ
ム
な
電
磁
界
環
境

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
界

変
動
の
平
均
は
均
一
な
電
界
分

布
特
性
と
な
り
、
こ
の
特
性
を

利
用
し
て
放
射
電
力
、
Ｅ
Ｍ
Ｃ

（
電
磁
両
立
性
）
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
測
定
に
応
用
で
き
る
。

今
後
、
自
動
運
転
車
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
可
能
な
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
普
及
と
と

も
に
、
ノ
イ
ズ
が
氾
濫
す
る
走

行
環
境
を
よ
り
正
確
に
模
擬
す

る
環
境
を
作
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
で
期
待
さ
れ
て
い
る
。

電
磁
波
環
境
機
器
の
開
発
・

製
造
を
手
が
け
る
同
社
は
、
米

国
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
（
国
立
標
準
技
術

研
究
所
）
の
最
先
端
研
究
を
基

に
25
年
前
か
ら
リ
バ
ー
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
バ
ー
の
開
発
を

進
め
、
日
本
国
内
の
先
駆
け
と

し
て
数
々
の
研
究
機
関
に
販
売

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
き

て
い
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
・

実
験
用
モ
デ
ル
を
一
般
的
な
電

子
機
器
の
開
発
・
品
質
テ
ス
ト

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
改

良
を
行
っ
た
。

移
動
が
容
易

今
回
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
―
14
は
、
本

体
幅
１
・
２
㍍
、
奥
行
き
０
・

８
㍍
、
高
さ
１
・
７
㍍
の
可
搬

型
で
、
中
型
荷
物
エ
レ
ベ
ー
タ

に
積
載
で
き
、
従
来
モ
デ
ル
よ

り
も
移
動
が
容
易
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
通
常
の
実
験

室
で
の
運
用
は
も
と
よ
り
電
波

暗
室
や
電
磁
シ
ー
ル
ド
室
内
な

ど
で
の
試
験
も
可
能
だ
。

開
発
現
場
で
は
電
子
機
器
の

電
磁
波
の
影
響
を
図
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｍ
Ｃ
測
定
が
行
わ
れ

る
。
同
製
品
は
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

測
定
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
、
電
磁
障
害
）

と
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験
（
Ｅ
Ｍ

Ｓ
、
電
磁
感
受
性
）
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ

試
験
用
と
し
て
、
放
射
イ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
測
定
、
放
射
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
測
定
、
放
射
電
力
測
定
を

行
う
。

特
長
と
し
て
、
小
型
パ
ワ
ー

ア
ン
プ
で
効
率
的
な
高
電
界
試

験
に
対
応
し
、
容
易
に
移
動
が

で
き
狭
い
測
定
室
や
電
波
暗
室

内
で
も
設
置
し
て
試
験
が
可
能

だ
。
ま
た
、
独
自
の
マ
イ
ク
ロ

波
設
計
技
術
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
測
定
周
波
数
帯
域
の

上
限
を
従
来
の
18
㌐
㌹
か
ら
40

㌐
㌹
ま
で
拡
張
し
、
１
㌐
㌹
～

40
㌐
㌹
の
従
来
の
マ
イ
ク
ロ
波

帯
に
加
え
、
ミ
リ
波
の
広
帯
域

も
カ
バ
ー
で
き
る
。

さ
ら
に
、
別
売
り
の
高
性
能

ア
ン
テ
ナ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
ス
タ
ー
ラ
ー
回
転
に
よ

る
空
洞
共
振
現
象
で
、
わ
ず
か

１
Ｗ
程
度
の
送
信
電
力
で
最
大

１
０
０
Ｖ
／
ｍ
～
１
５
０
Ｖ
／

ｍ
の
強
電
界
を
発
生
で
き
る
。

こ
の
効
率
は
他
の
高
電
界
試
験

装
置
の
約
12
倍
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
高
出
力
な
高
周
波
パ
ワ

ー
ア
ン
プ
を
用
い
な
く
て
も
高

電
界
試
験
が
可
能
と
な
る
た
め

設
備
の
導
入
コ
ス
ト
を
下
げ
、

高
レ
ベ
ル
の
試
験
を
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。

同
社
は
、
従
来
の
電
磁
波
障

害
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
／
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
試

験
の
み
な
ら
ず
、
第
５
世
代
移

動
通
信
規
格
５
Ｇ
を
含
む
モ
バ

イ
ル
通
信
機
器
用
テ
ス
ト
や
Ｏ

Ｔ
Ａ
（
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
―
Ｔ
ｈ
ｅ
―

Ａ
ｉ
ｒ
）
試
験
な
ど
を
効
率
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
今
後

も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

製
品
開
発
・
改
善
を
行
っ
て
い

く
予
定
だ
。

を
化
学
反
応
さ
せ
て
都
市
ガ
ス

の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ
ン
を
合

成
す
る
「
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

の
技
術
を
保
有
。
合
成
さ
れ
た

メ
タ
ン
の
利
用
に
よ
り
、
排
出

さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

と
分
離
回
収
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
２

が
相
殺

さ
れ
る
こ
と
で
、
製

造
し
た
ガ
ス
の
利
用

で
Ｃ
Ｏ
２

が
増
加
し

な
い
こ
の
技
術
の
加

速
に
取
り
組
む
。

３
者
は
、
協
定
に
基
づ
き
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ま

ち
づ
く
り
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
な
ど
で
も
連
携
し
、
近

隣
企
業
や
自
治
体
と
も
協
業
し

て
い
く
方
針
。

な
ど
に
取
り
組
み
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
モ
デ
ル
の
確
立

を
目
指
す
。

富
士
フ
イ
ル
ム
は
、
偏
光
板

保
護
フ
ィ
ル
ム
な
ど
高
機
能
フ

ィ
ル
ム
の
主
力
生
産
拠
点
で
あ

る
「
神
奈
川
事
業
場
足
柄
サ
イ

ト
」
（
南
足
柄
市
）
を
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
モ
デ
ル
工
場

と
位
置
付
け
、
も
の
づ
く
り
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
進

め
る
。

東
京
ガ
ス
は
、
水
素
Ｃ
Ｏ
２

富
士
フ
イ
ル
ム
と
東
京
ガ

ス
、
神
奈
川
県
南
足
柄
市
の
３

者
は
、
も
の
づ
く
り
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
モ
デ
ル
に
向

け
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
包
括
連
携
協
定
」

を
締
結
し
た
。
２
０
４
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
に
掲

げ
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
た

な
生
産
活
動
や
、
水
素
を
は
じ

め
と
す
る
最
先
端
の
脱
炭
素
化

富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
後
藤
禎
一
社
長
・
Ｃ

Ｅ
Ｏ
（
中
央
）
と
東
京
ガ
ス
の

内
田
高
史
社
長
（
右
）
、
南
足

柄
市
の
加
藤
修
平
市
長
（
左
）

が
協
定
書
に
調
印
し
た

脱
炭
素
社
会
へ
包
括
協
定

富
士
フ
イ
ル
ム
東
京
ガ
ス
南
足
柄
市

事
業
戦
略
を
説
明
す
る
レ
ッ
ド

ハ
ッ
ト
の
岡
社
長 米

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
大
手
レ
ッ
ド
ハ
ッ
ト
の
日
本
法
人
は
、
同
社
製
品
を
使
う
最
上
位
の
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
協
業
強
化
に
向
け
た
新
た
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、
国
内
Ｉ

Ｔ
大
手
５
社
を
認
定
し
た
。
ま
た
２
０
２
２
年
の
事
業
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
主
力
の
ク
ラ

ウ
ド
向
け
基
盤
シ
ス
テ
ム
「
オ
ー
プ
ン
シ
フ
ト
」
関
連
製
品
を
値
下
げ
す
る
ほ
か
、
シ
ス
テ

ム
の
適
用
基
盤
を
拡
大
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
日
本
市
場
で
の
サ
ー

ビ
ス
拡
大
に
攻
勢
を
か
け
る
。

国
内
初
の｢

デ
ジ
タ
ル
環
境
債｣

発
行
へ
協
業

Ｊ
Ｐ
Ｘ
や
日
立
な

ど

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用

レッドハット

Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
富
士
通
な
ど
５
社
認
定

主
力
製
品
値
下
げ
し
て
攻
勢

（第三種郵便物認可）   (３) ２０２２年(令和4年)４月２１日(曜日)


